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【１】＜原虫・中村＞

　過去問通り。選択や語句の記入。

【２】＜線虫・中村＞

1. ○×

　a. 感染、幼虫包蔵卵により経口感染するもの。

　b. 成虫が組織に寄生する線虫。

　c. 成長しつつ、ヒトの体内移行｛肺→→→→　　｝して成虫になるもの。

　d. コンバントリンが効くもの。

　e. 皮膚爬○症になるもの。
2. 説明せよ。

　a. 糞線虫症（生活史・症状）

　b. 幼虫線虫症（終宿主・回虫症）

【３】＜吸虫・小山＞

1． 問１　A～Ｆの名称を記入せよ。（肝吸虫の模式図が与えられている。）

　　　　Ａ. 口吸盤　　Ｂ. 腸管　　Ｃ. 腹吸盤　　Ｄ. 子宮　　
Ｅ. 受精嚢　　Ｆ. 睾丸

　　 問２　肝吸虫のヒトへの感染経路を述べなさい。ただし、生活史すべてを書かないこと。

　   問３　肝吸虫の診断法について述べなさい。

　   問４　肝吸虫の治療法について述べなさい。

 2． 問１　ⅠとⅡ（卵と患者写真）を参考にして、感染している寄生虫名を書け。→日本住血吸虫

　　 問２　問１であげた寄生虫の中間宿主名を述べよ。

　　 問３　Ⅰの感染者の症状について説明せよ。

　　 問４　この寄生虫感染症の診断法について述べよ。

【４】＜条虫・小山＞

1． 有鉤条虫に関する写真３枚が与えられている。

Ⅰ．卵　Ⅱ．成虫の頭節（教科書の図）　Ⅲ．受胎片節

問１　これは何という寄生虫か？

問２　この寄生虫は円葉目か？擬葉目か？

問３　円葉目と擬葉目の成虫の形態で最も重要な違いについて述べよ。
問４　Ⅱの写真の各部位の名称を答えよ。

　　　　Ａ. 小鉤　　Ｂ. 顎嘴　　Ｃ. 吸盤

問５　この幼虫が寄生した場合の症状について説明せよ。

問６　以下の場合のそれぞれの診断法について説明せよ。

　　　①幼虫のみの寄生　　②成虫のみの寄生

 2． 穴埋め。Ｈ15の医療衛の過去問に類似。異なる問題を以下に記す。

　　 ・多包条虫、４類感染症を答える。

　　 ・日本海裂頭条虫、プレロセルコイド、プラジカンテル、ガストログラフィン

